
「鳥取市 Smile 月間」における取組 

鳥取市立宝木小学校  

１．保護者・地域を対象とした取組について 

〇家庭学習や読書の習慣化、定着を図る「宝の子勉強がんばり週間」を実施  

６月１６日（火）～２２日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．児童を対象とした取組み 

〇児童会主体の集会（なかよし集会）の実施 ６月３０日（火） 

 委員会が中心となり、なかよし班（縦割り班）での集会を行いました。全校が仲良く楽しむことを目的

とし、代表委員会で話し合って活動内容を決めました。集会では、縦割り班ごとにドッジボールやしっぽ

とりを楽しみ、仲を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇いじめ実態把握アンケート(友だちアンケート）の実施 

 毎月、友だちアンケートを実施し、児童の些細な変化や SOSを早期に発見し、いじめの未然防止に取り

組んでいます。結果を踏まえ、職員間で共通理解を図ったり、SC等の支援機関との連携を図ったりしてい

ます。 

 

３．その他 

〇ハートウィーク（校内相談）の実施 ６月２９日（月）～７月３日（金） 

 児童が相談したいこと、気になっていることなどを職員に相談する期間を設けています。全校児童を対象

に相談したいことや相談したい教職員について希望調査をとり、相談活動を行いました。悩みを抱える児

童が一人で抱え込まず、安心して相談できる環境を整え、いじめの未然防止に努めています。 

家庭学習や読書の習慣化を図るため、「宝の子勉強が

んばり週間」を実施しました。期間中、児童が基本的な

生活習慣や学習習慣を身につけられるよう保護者に声か

けをお願いしました。また、起床就寝時刻、勉強の開始

時刻、メディアの利用時間の約束を親子で確認し、カー

ドに毎日チェックをして提出してもらうことで学校と家

庭との連携を図りました。 



                                          

   「鳥取市 Smile月間」（いじめ防止強調月間）の瑞穂小学校の取り組みについて 

 

（１） 花壇・プランター花植え・・・全校縦割り班活動のフレンドグループで協力して、花壇とプランターの花植えを行っ

た。「人権の花」運動 贈呈式もあり、意識を高めるきっかけとなった。 

 

 

 

 

 

 

      

 

（２） 教育相談週間……６月 8 日（月）～１2（金）に児童アンケートをもとに児童と個別に話をし、学習や生活につい

て、友達関係や家庭の様子などを聞き取り、いじめ等の早期発見と児童理解を行った。 

  

（３） 参観日（研修会）…６月１８日（木）人権教育参観日、PTA 人権教育研修会（人権教育プログラムファ   シリテ

ーター派遣事業）を実施。テーマ『タイトルを決めるのはあなた』 

     

 

 

 

 

   

   

  

 

                        

（４） スマイル標語（社会を明るくする標語）・・・全校児童がスマイル標語を作成し職員室前に掲示し、「社会を明るく

する標語コンテスト」に応募。 

        

 

 

 

 

 

  

 

（５） スマイルの木…… 運営委員会が中心となって準備を行い、廊下にスマイルの木を掲示し、全校児童が友達の良

かったところ、がんばっているところ等をスマイルの葉(画用紙)に書いてスマイルの木に貼っていった。お昼の放送

で毎日紹介して、互いを認め合ったり、よいところを知ったりする時間とした。 

     

 
 

 

  

 

 
 

 

６年『ロレンゾの友達 

～本当の友達としての在り方を多面的に考える～』  



（6）   あいさつの取り組み・・・朝のあいさつを頑張っている人の紹介を昼の放送で毎日行っている。 

  （7)   みずほっこ会議・・・話合い会議の後、ほめほめじゃんけんをしたり、各学年のよいところみつけを発表し合ったり

した。  

       

 

 

 

（8）  人権に関する図書の紹介・・・Smile月間に合わせて、学校司書が人権に関連した本を紹介。 

                               子どもたちに手に取ってもらい、様々な視点から考えるきっかけとした。 

                     

 

 

  
 

 



鳥取市 Smile 月間における取組について 

鳥取市立浜村小学校 

○各学級の取り組み  

・担任が朝の会等で、スマイル月間についての説明をする。 

・道徳や学級活動等で相手の気持ちを考え、誰もが安心して過ごすことのできる学級・学校づくりへの意

識を高めるように指導する。 

※いじめは絶対に許さないという強い気持ちをもって、「いじめない」だけでなく、「見て見ぬふりをしな

い」ことの大切さも伝える。 

 

○児童会の取り組み 

運営委員会   

 【笑顔あふれる浜村小学校】にするための取り組み 

①ありがとうの木プロジェクト  

・各学級に木のイラストが描かれた画用紙を配布。 

・友だち、先生、地域の方に「ありがとう」を言われたらシールを貼り、あり 

がとうの木を完成させていく。 

  ・シールは２種類あり、とっておきのありがとうを言われたときは赤、ありが 

とうを言われたときは黄色を貼る。 

「ありがとうの木」を通して、子どもたちが友だちの良さや親切な行動に目を向ける姿が増えました。ま

た、「ありがとう」を伝える場面が増え、学校全体に温かい雰囲気が広がりました。シールが増えて木が育っ

ていく様子をみて、自分から行動しようとする意識の高まりにもつながりました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

②燃えろ！ぞうきんがけリレー！ ６月２４日（水）休憩時間 

  ・１年生から６年生まで全校が参加できる。 

・５人組を作ってチーム名を決めて参加する。 

  ・タイムを記録し、運営委員会が記録を集計する。 

  ・１位のチームは、放送で全校に紹介し、鳥取県の王様ランキングに登録する。 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちは仲間と声を掛け合いながら協力して活動する子どもたちの姿が見られました。また、あきらめ

ずに最後まで取り組む粘り強さや、友だちを応援する思いやりの気持ちも生まれました。体を動かす楽しさ

を味わうとともに、仲間意識や一体感を高める活動になりましした。 

 

広報委員会 

【友達のよいところをみつけよう】ありがとうメッセージ 

友達の良いところを見つけてカードに記入したものを、

広報委員会が昼の放送で全校に紹介し、そのカードを放

送室前に掲示しました。書いた児童も、メッセージをもらっ

た児童も、どちらも笑顔になっていました。 

   



鳥取市 Smile 月間 

令和８年度気高中学校の取り組みについて 

 気高中学校では、５月２６日（月）～５月２９日（金）の給食時間の放送で、学級目標

発表を行った。各学級の代表者がクラスの目標や、全員で大切にしたいことを発表した。

発表中は全員が発表者の話を聞き、発表後には大きな拍手が沸き起こった。各学級の発表

内容は後日生徒会新聞に掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


